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１
　
所
在
地
　
　
　
山
形
市
梅
野
木
前

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
六
年

（平
１８
）

一
〇
月
１

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
山
形
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
須
藤
英
之

。
國
井
　
修

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
前
期
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
槻
要

梅
野
木
前
１
遺
跡
は
、
古
墳
時
代
前
期
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
複
合
遺
跡
で

あ
る
。
山
形
市
内
を
流
れ
る
馬
見
ヶ
崎
川
が
形
成
し
た
扇
状
地
の
扇
端
部
付
近

の
微
高
地
に
立
地
し
、
標
高
は

一
〇
五
ｍ
を
測
る
。
大
規
模
店

舗
建
設
に
伴
い
、
発
掘
調
査
を

実
施
し
た
。

木
簡
は
、
竪
穴
住
居
Ｓ
Ｉ
三

七
の
覆
土
中
よ
り

一
点
出
土
し

た
。
共
伴
す
る
須
恵
器
の
年
代

観
よ
り
、
八
世
紀
末
―
九
世
紀

中
葉
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

⑪
　
。
「東
方
青
龍
王
　
南
方
赤
龍
王
　
西
方
白
龍
王

下
天
責
龍
王
　
　
　
　
　
　
」

。
「
　
　
　
　
　
　
□
□
□

□
□
　
□
□
□
□
口
　
　
　
　
　
　
　
」
（天
地
逆
）

〔
イ
一単
￥
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
］∞反
心
溢

ｏ解

報
告
書
で
は
二
点
と
し
た
が
、
刊
行
後
に
保
存
処
理
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

接
合
が
判
明
し
た
。
上
下
両
端
は
斜
め
に
削
る
。
円
盤
状
の
材
を
短
冊
状
に
割

っ
て
木
簡
に
転
用
し
た
も
の
か
。
樹
種
は
ス
ギ
。
欠
損
す
る
左
上
部
に
は
、

「北
方
黒
龍
王
」
と
書
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
表
裏
の
関
係
は
不
明
。

釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
山
形
大
学
人
文
学
部
の
三
上
喜
孝
氏
、
東
北
芸
術
工

科
大
学
の
荒
木
志
仲
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

伽
し
ま
む
ら

・
山
形
市
教
育
委
員
会

『梅
野
木
前
１
遺
跡
発
掘
調
査
報
告

圭
屋

谷山
形
県
山
形
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
二
人
、
二
〇
〇
七
年
）
（須
藤
英
之
）

(山 形 )




